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２０１８年（平成３０年）９月２２日 

第１２回日本プロオーケストラファンクラブ協議会総会 

札幌総会議案書 

 

 

 

 

 

 

 
主催  

協賛 さぽーとほっと基金  
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***** 演奏会・総会・全国交流会会場案内図 ***** 
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***** 総会スケジュール ***** 

Ⅰ 幹事会 

   １２：００～１３：００（受付 １１：３０） 

   札幌コンサートホール２階大会議室 

Ⅱ 第６１２回札響定期演奏会 

   １４：００～１６：００（受付 １３：００、開場 １３：２０） 

   札幌コンサートホール   大ホール 

   指揮：マティアス・バーメルト 

   独唱：秦  茂子（ソプラノ）、三原  剛（バリトン） 

   合唱：札響合唱団 

   細川俊夫／瞑想～３月１１日の津波の犠牲者に捧げる 

   ドビュッシー／管弦楽のための映像 

   フォーレ／レクイエム 

Ⅲ 第１２回日本プロオーケストラファンクラブ協議会総会 

   １７：００～１９：００（受付 １６：３０） 

   ホテルマイスティズプレミアム札幌パーク２階リラの間 

Ⅳ 全国交流会 

   １９：００～２１：００（受付 １８：３０） 

   ホテルマイスティズプレミアム札幌パーク２階ポプラの間 

Ⅴ 二次会 

   ２１：１５～２２：３０ 

   ホテルマイスティズプレミアム札幌パーク 

            １階ファーム・トゥ・テーブル・テラ 
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***** 総会式次第 ***** 

司 会：札響くらぶ事務局次長 定政みち子 

開会宣言 ------------------------------------------ 司会 

開会あいさつ ---- ＪＯＦＣ会長 上田 文雄（札響くらぶ会長） 

幹事会報告 -- ＪＯＦＣ幹事長 西川 吉武（札響くらぶ副会長） 

議案審議 

 議案第１ ＪＯＦＣ役員改選について 

 議案第２ 次年度総会開催地について 

 議案第３ 都響倶楽部交流会開催について 

分科会 

 Ａテーブル  セミナーやコンサート（企画から実施まで、費用） 

 Ｂテーブル  会報誌（記事内容・会員や楽員の寄稿・費用） 

 Ｃテーブル  招待事業 

        （若年層のファン開拓、協賛金・企業との連携） 

 Ｄテーブル  交流会や親睦会 

        （楽員や会員との交流・呼びかけ・参加状況） 

 Ｅテーブル  会員募集や宣伝活動（募集方法、ちらし作成・配布） 

 Ｆテーブル  楽団支援（支援の種類・方法、寄付金） 

 分科会各テーブル協議まとめ発表 

閉会宣言とご案内 ---------------------------------- 司会 

札響楽団員によるウェルカムコンサート 

     ----------- 札響コンサートマスター 大平まゆみ様 

     ---------------- 札響ヴィオラ奏者 鈴木 勇人様 

     ------------------ 札響チェロ奏者 小野木 遼様 

写真撮影：佐々木 保、井上 明子  
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議案第１ ＪＯＦＣ役員改選について 

 現役員 

  会 長 上田 文雄（札響くらぶ会長） 

  顧  問 加藤  聡（山響ファンクラブ顧問） 

  副 会 長 小野 善平（群響ファンズ会長） 

   〃   長島 栄一（仙台フィルハーモニークラブ会長） 

   〃   佐藤  彰（山響ファンクラブ代表幹事） 

  幹 事 長 西川 吉武（札響くらぶ副会長） 

  事務局長 武藤 義典（札響くらぶ副会長） 

  幹 事 佐藤 佳世（仙台フィルハーモニークラブ事務局長） 

   〃   保科  誠（山響ファンクラブ幹事） 

   〃   石守  晃（群響ファンズ事務局長） 

   〃   河内 芳人（石川県立音楽堂楽友会代表幹事） 

   〃   山田 博子（名フィル・ファンクラブ代表幹事） 

   〃   佐藤 幸一（広響フレンズ再建会ＪＯＦＣ担当） 

   〃   長  忠信（九響倶楽部代表） 

 

議案第２ 次年度総会開催地について 

 ２０１９年度 仙台フィルハーモニークラブ 

 ２０２０年度 山響ファンクラブ（予定） 

 

議案第３ 都響倶楽部交流会開催について 

 日 時：２０１９年３月１７日（日）１４：００開演 

 会 場：サントリーホール 

 受 付：サントリーホール正面（１３：００～１３：４５） 

 コンサート：都響スペシャル 

       指揮／エリアフ・インバル 

       ブルックナー／交響曲第８番ハ短調（ノヴァーク版第２稿－１８９０年版） 

 交流会：１６：３０～１８：３０ サントリーホール近くの会場にて 
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第１２回ＪＯＦＣ札幌総会分科会テーマ別グループ氏名 

 
フリー＝上田 文雄  西川 吉武  定政みち子 

◎＝まとめ発表者   〇＝司会   ◇＝記録係 

テーブル テーマ 氏       名 

Ａ セミナーやコンサート 

 長島 栄一（仙台）  田上萬里子（仙台）  小野 善平（群響） 

◎篠原 敏修（都響）  能登 浩代（金沢）  竹田  浩（金沢） 

 山内満沙代（名古屋）〇上野 文博（札響） ◇神  秀夫（札響） 

 

Ｂ 会報誌 

 高橋  望（仙台）  前田 直美（仙台） ◎石守  晃（群響） 

 秋山 利勝（都響）  岸  弘市（金沢）  山田ちひろ（名古屋） 

 井上 明子（札響） ◇中居志津子（札響） 〇塚田  総（札響） 

 

Ｃ 招待事業 

 熊谷  哲（仙台）  宮本 良子（金沢） ◎山田 博子（名古屋） 

 細工  実（広響）  佐藤 高明（札響） 〇村山 英朗（札響） 

 米森 宏子（札響） ◇寒河江 潔（札響）  伊藤 佐紀（札幌市） 

 

Ｄ 交流会や親睦会 

◎佐藤 佳世（仙台）  栄浪 章文（山響）  里吉名知夫（群響） 

 中田 清栄（金沢）  川端習太郎（札響）  佐々木 保（札響） 

〇朽木 尚明（札響）  横山 章子（札響） ◇及川  恵（札響） 

 ヒシチョデン（札響） 

 

Ｅ 会員募集や宣伝活動 

 成毛 祥代（仙台） ◎佐藤  彰（山響）  河内 芳人（金沢） 

 佐藤 幸一（広響）  今井 康夫（札響） 〇村岡 範男（札響） 

◇橋  幸子（札響）  島田千津子（札響）  高木 誠一（札幌市） 

 

Ｆ 楽団支援 

 高坂 知節（仙台）  加藤  聡（山響） ◎棚池 康信（金沢） 

 森戸  健（名古屋） 鈴木 美保（札響） ◇辻  幸子（札響） 

〇武藤 義典（札響）  有田  宏（札響）  武田 律子（札響） 

 山口  斌（札響） 

（仙台）＝仙台フィルハーモニークラブ（宮城県）  （山響）＝山響ファンクラブ（山形県） 

（群響）＝群響ファンズ（群馬県）  （都響）＝都響倶楽部（東京都） 

（金沢）＝石川県立音楽堂楽友会（石川県）  （名古屋）＝名フィル・ファンクラブ（愛知県） 

（札響）＝札響くらぶ（北海道）  （札幌市）＝一般市民 

九響倶楽部（欠席。福岡県）  ＮＰＯ法人 オーケストラ創造（欠席。熊本県）  

（このページ取扱注意） 
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***** 各クラブ活動報告＆個別の質問 ***** 
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JOFC2018　　団体活動報告
作成日： 2018/7/31

■会員数と動向

所属会員数 90 名

　　前年度増減 5 名増

　　増減の要因

■運営について

スタッフ数 10 名 運営会議の頻度（年 20 回）

予算規模 35 万円 運営情報の公開（ 　無 　 ）

スポンサーシップ

■実施事業

状況 頻度

交流会・パーティー等 ○ 1

茶話会・懇談会等 ○ 2

セミナー・演奏会等 ○ 1

練習・ゲネプロ見学会 × 0

演奏会鑑賞旅行等 ○ 0

会報発行 ○ 2

楽団グッズ等販売 × 0

招待事業 × 0

■会員特典

状況 頻度

楽団チケット割引等 ○ 随時

CD,グッズ等提供 ×

○ 随時

○ 1

■楽団支援事業

状況 頻度

寄贈 ○ 通年

ボランティア ○ 通年

演奏会発行物

■共通の質問

●現在運営上１番困っていることをお書きください。

おもしろセミナーで会員価格を設定

法人会員登録

楽団、楽員からの依頼へ協力

仙台フィルハーモニークラブ

ファンクラブレターでの広告収入のみ

その他

宣伝活動の強化

備考/ 自由記入

備考/ 自由記入

備考/ 自由記入

会員の高齢化による会員の維持。

退団・新入団員を招いてのパーティー

必要に応じて開催

おもしろセミナーとして開催

楽団の行事として開催

東京公演、欧州公演の際に実施

その他

楽団主催事業

懇談会への参加

↑団体名をご記入ください

※入会者 約 １０ 名 退会者 約 ５名

※2017年度末
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JOFC2018　　団体活動報告
作成日： 2018/7/31

■会員数と動向

所属会員数 73 名

　　前年度増減 10 名減

　　増減の要因

■運営について

スタッフ数 （　　　５　） 名 運営会議の頻度（年 随時 回）

予算規模 （　　７０　） 万円 運営情報の公開（ 有　　　無 　 ）

スポンサーシップ

■実施事業

状況 頻度

交流会・パーティー等

茶話会・懇談会等

セミナー・演奏会等

練習・ゲネプロ見学会

演奏会鑑賞旅行等

会報発行 〇 2回

楽団グッズ等販売

招待事業

■会員特典

状況 頻度

楽団チケット割引等 〇 約30口

CD,グッズ等提供

■楽団支援事業

状況 頻度

寄贈 〇 年1回

ボランティア 〇 随時

演奏会発行物 〇 年各1回

■共通の質問

●現在運営上１番困っていることをお書きください。
担い手不足。

Ａ４　２頁 （かわら版）

その他

座席表配布「さくらんぼコンサート　東京公演・大阪公演」

鑑賞会員年額21,000円　→　17,000円

寄付　現金１００千円（H29）・クラウドファンディング（移動用バス）１００千円購入（H30)

・定期演奏会チラシ挟み込み　　・「オーケストラの日」運営補助

山響ファンクラブ

その他

活動の低調

備考/ 自由記入

備考/ 自由記入

備考/ 自由記入

↑団体名をご記入ください

※入会者 約 １ 名 退会者 約 １１ 名

※2017年度末
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JOFC2018　　団体活動報告
作成日： 2018/7/28

■会員数と動向

所属会員数 96 名

　　前年度増減 2 名増

　　増減の要因

■運営について

スタッフ数 ６～７ 名 運営会議の頻度（年 12 回）

予算規模 30 万円 運営情報の公開（ 有　　 　 ）

スポンサーシップ

■実施事業

状況 頻度 備考/ 自由記入

交流会・パーティー等 あり 年3回

茶話会・懇談会等 あり 年5回

セミナー・演奏会等 あり 年3回

練習・ゲネプロ見学会 なし

演奏会鑑賞旅行等 なし

会報発行 あり 年4回

楽団グッズ等販売 なし

招待事業 なし

■会員特典

状況 頻度 備考/ 自由記入

楽団チケット割引等 なし

CD,グッズ等提供 なし

なし

■楽団支援事業

状況 頻度 備考/ 自由記入

寄贈 あり 年1回

ボランティア あり 年8回

演奏会発行物 なし

あり 随時

■共通の質問

●現在運営上１番困っていることをお書きください。
単年度赤字が続いており、ここからの脱却が難しい。会員数の大幅な増加は望み薄、会費の値上げは困難と考えられるので、現在参加無
料のイベントでの参加費徴収、活動形態の見直しによるコスト削減（例えば会報のウェブ化）などを考えている。
また活動人数が少ないことから、一人当たりの負担が大きいことが問題。

ミュージックトーク（MT）後の懇親会2回と忘年会

CDを聴く会2回、演奏会後の懇談会3回程度

都響プロデューサーによる年間プログラムの講演会、MT2回

通常８ページ、カラー、倶楽部メンバー、楽員、事務局からの寄稿など

その他
楽団主催の催しへの聴衆動員協力

協賛金として5万円

A定期におけるプログラム挟み込み作業＋配布活動

都響倶楽部

なし

その他

入会勧誘活動が奏功したためか、退会数を上回る入会を確保できた。

↑団体名をご記入ください

※入会者 8 名 退会者 6 名

※2017年度末
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JOFC2018　　団体活動報告
作成日： 2018/7/31

■会員数と動向

所属会員数 82 名

　　前年度増減 7 名減

　　増減の要因

■運営について

スタッフ数 （　　15　） 名 運営会議の頻度（年 12 回）

予算規模 （　15.7　） 万円 運営情報の公開（ 有　　　無 　 ）

スポンサーシップ

■実施事業

状況 頻度

交流会・パーティー等 あり 1

茶話会・懇談会等 あり 12

セミナー・演奏会等 あり 1

練習・ゲネプロ見学会 あり 5

演奏会鑑賞旅行等 あり 2

会報発行 あり 12

楽団グッズ等販売 あり 1

招待事業 なし

■会員特典

状況 頻度

楽団チケット割引等 なし

CD,グッズ等提供 なし

■楽団支援事業

状況 頻度

寄贈 なし

ボランティア あり 136

演奏会発行物 あり 16

あり 3

あり 7

■共通の質問

●現在運営上１番困っていることをお書きください。

楽団員の個人リサイタルの支援と会場サポート

会場支援、プログラムへのパンフレット挟み込み、資料室運営

石川県立音楽堂楽友会

その他

病気、転勤、高齢

備考/ 自由記入

備考/ 自由記入

備考/ 自由記入

新規会員の受け入れ、募集方法。今年度新しい試みを検討中。

井上マエストロ歓送会、楽友会新春の宴、JOFC交流会

ロビーコンサート・グループ茶話会

ペレアスとメリザンド　プレ鑑賞会

定期公演前日のリハーサルを見学

OEK台湾公演鑑賞ツアー、能登演劇堂観劇ツアー

『楽友会だより』

音楽祭用缶バッジの作成

その他

定期会員へのチラシ、機関誌の発送

楽団員によるボランティアコンサートの企画意と実施（少年施設、病院など）

↑団体名をご記入ください

※入会者 約 3 名 退会者 約 10 名

※2017年度末
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JOFC2018　　団体活動報告
作成日： 平成３０年７月３１日）

■会員数と動向

所属会員数 127 名

　　前年度増減 16 名減

　　増減の要因

■運営について

スタッフ数 （　６名　　） 名 運営会議の頻度（年 　　５～６ 回）

予算規模 （　５０　　） 万円 運営情報の公開（ 有　　　無 　 ）

スポンサーシップ

■実施事業

状況 頻度 備考/ 自由記入

交流会・パーティー等 ○ 4

茶話会・懇談会等 ○ 1

セミナー・演奏会等 ○ 5

練習・ゲネプロ見学会

演奏会鑑賞旅行等

会報発行 ○ 2

楽団グッズ等販売 ○

招待事業 ○ 21

■会員特典

状況 頻度 備考/ 自由記入

楽団チケット割引等 ○ 都度

CD,グッズ等提供 ○ 2

○

○

■楽団支援事業

状況 頻度 備考/ 自由記入

寄贈 ○ 1

ボランティア

演奏会発行物

■共通の質問

●現在運営上１番困っていることをお書きください。

・ミニコンサート招待　・企業冠コンサート招待　・定期演奏会招待（会員＆友人）

会員一人につき600円を名フィルに寄附　(2017年度：（87,600円）

名フィル・ファンクラブ

・ポッカサッポロフード＆ビヴァレッジ　・トヨフジ海運株式会社　・三井住友銀行

その他

会員の高齢化

　後継者問題

親子で楽しむKid'sコンサート後交流会（４回）　（参加者＋楽団員）

オータムコンサート後懇親会（参加者＋楽団員）

親子で楽しむKid'sコンサート（４回）　オータムコンサート（１回）

担当者業務多忙で予定よりも１回発行減

ファンクラブからのグッズプレゼント（チケットホルダー、ヴァイオリンブローチ）

その他

定期演奏会（２０回　計２４０名）　冠コンサート（１回　　１２０名）

・１０％割り引き　　・先行予約　

ファンクラブからのグッズプレゼント（チケットホルダー、ヴァイオリンブローチ）

ファンクラブ入会時、特別演奏会のチケット５０％引き（１回のみ）

↑団体名をご記入ください

※入会者 約 ３ 名 退会者 約 ６ 名 未更新（１３名）

※2017年度末
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JOFC2018　　団体活動報告
作成日： 2018/8/10

■会員数と動向

所属会員数 58 名

　　前年度増減 13 名増

　　増減の要因

■運営について

スタッフ数 （　　　　7） 名 運営会議の頻度（年 8 回）

予算規模 （　　　　8） 万円 運営情報の公開（ 有　　　無 　 ）

スポンサーシップ

■実施事業

状況 頻度

交流会・パーティー等 １回

茶話会・懇談会等 ｃａｆｅ 2～3回

セミナー・演奏会等 無し

練習・ゲネプロ見学会 無し

演奏会鑑賞旅行等 無し

会報発行 ４回

楽団グッズ等販売 無し

招待事業 無し

■会員特典

状況 頻度

楽団チケット割引等 無し

CD,グッズ等提供 無し

■楽団支援事業

状況 頻度

寄贈

ボランティア 年１８回

演奏会発行物

■共通の質問

●現在運営上１番困っていることをお書きください。

車椅子、足の悪い方のチケットもぎりと案内誘導を行っている。

九響倶楽部

無し

その他

昨年から演奏会時にロビーで九響倶楽部コーナーを設け勧誘している。

備考/ 自由記入

備考/ 自由記入

備考/ 自由記入

会員があまり増えない、演奏会に来る人は年寄りが多いが会員も年寄りが多い。

九響の新年会に会員参加

楽団員も参加し九響の映像を見たり、質問したりお喋りし、演奏もあり。

年４回会報を発行している。１回は演奏会のチラシを折込をし会員勧誘している。

その他

↑団体名をご記入ください

※入会者 約 13 名 退会者 約 0 名

※2017年度末
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第１２回ＪＯＦＣ総会札幌総会参加者名簿 

  
ファンクラブ名 氏名 役職 幹事会 演奏会 総会 交流会 二次会 ツアー

仙台フィルハーモニークラブ 長島　栄一 会長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（ＳＰＣ） 佐藤　佳世 事務局長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高橋　　望 スタッフ 〇 〇 〇 〇

熊谷　　哲 スタッフ 〇 〇 〇 〇 〇

成毛　祥代 サポートスタッフ 〇 〇 〇 〇

高坂　知節 顧問 〇 〇 〇 〇 〇

前田　直美 〇 〇 〇 〇

田上萬里子 〇 〇 〇 〇

佐藤　芳郎 〇

計 9 2 9 8 8 4 8

山響ファンクラブ 佐藤　　彰 代表幹事 〇 〇 〇 〇 〇

加藤　　聡 顧問 〇 〇 〇 〇 〇

栄浪　章文 〇 〇 〇

計 3 2 2 3 3 3 0

群響ファンズ 小野　善平 会長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

石守　　晃 事務局長 〇 〇 〇 〇 〇 〇

里吉名知夫 〇 〇 〇 〇 〇

計 3 2 3 3 3 3 3

都響倶楽部 篠原　敏修 代表 〇 〇 〇 〇 〇 〇

秋山　利勝 〇 〇 〇 〇

計 2 1 2 2 2 2 1

石川県立音楽堂楽友会 河内　芳人 代表幹事 〇 〇 〇 〇 〇

棚池　康信 幹事 〇 〇 〇 〇

宮本　良子 幹事 〇 〇 〇 〇

能登　浩代 幹事 〇 〇 〇 〇

岸　　弘市 幹事 〇 〇 〇 〇

竹田　　浩 相談役 〇 〇 〇 〇

中田　清栄 〇 〇 〇 〇

能登　　裕 〇

計 8 1 8 7 7 7 0

名フィル・ファンクラブ 山田　博子 代表幹事 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山田ちひろ 幹事 〇 〇 〇 〇 〇

山内満沙代 幹事 〇 〇 〇 〇 〇 〇

森戸　　健 〇 〇 〇 〇 〇

計 4 3 4 4 4 4 3

広響フレンズ再建会 細工　　実 代表 〇 〇 〇

佐藤　幸一 ＪＯＦＣ担当 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鯨井　恵子 スタッフ 〇 〇

計 3 1 3 2 3 1 1
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 ファンクラブ名 氏名 役職 幹事会 演奏会 総会 交流会 二次会 ツアー

札響くらぶ 上田　文雄 会長 〇 〇 〇 〇

鈴木　美保 副会長 〇 〇 〇

西川　吉武 副会長 〇 〇 〇 〇 〇

武藤　義典 副会長 〇 〇 〇 〇 〇

井上　明子 会計監査 〇 〇 〇

有田　　宏 会計監査 〇 〇 〇

八木　幸三 顧問 〇 〇

塚田　　総 会計担当 〇 〇 〇 〇

村山　英朗 会報編集長 〇 〇 〇

今井　康夫 事務局次長 〇 〇 〇

上野　文博 事務局次長 〇 〇 〇

佐々木　保 事務局次長 〇 〇 〇

定政みち子 事務局次長 〇 〇 〇 〇

佐藤　高明 事務局次長 〇 〇

村岡　範男 事務局次長 〇 〇 〇 〇 〇

及川　　恵 運営スタッフ 〇 〇

朽木　尚明 運営スタッフ 〇 〇 〇

米森　宏子 運営スタッフ 〇 〇

寒河江　潔 運営スタッフ 〇

島田千津子 運営スタッフ 〇 〇

神　　秀夫 運営スタッフ 〇 〇 〇

武田　律子 運営スタッフ 〇 〇 〇

中居志津子 運営スタッフ 〇 〇

橋　　幸子 運営スタッフ 〇 〇

横山　章子 運営スタッフ 〇 〇 〇

川端習太郎 〇 〇 〇

辻　　幸子 〇 〇 〇

高木　誠一 〇 〇

伊藤　佐紀 〇 〇 〇

山口　　斌 〇

ヒシチョデン 〇

計 31 4 0 30 28 19 7

合　　　計 63 16 31 59 58 43 23
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